①　今回の初個展にたどり着くきっかけのお話。

ギャラリー(DELLA−PACE)のオーナーの黒澤さんと

3時間ほど いろんなアイデアやイメージを出し尽くしお話ししていたら

私の目をじっと見て

「今、話をしたアイデアはいったん全部キャンセル。全く新しいことを何にも考えず

 気にすることなく思うままに絵を描いてみては？」という提案

絵・・・？
頭と身体にそれが伝わるのにしばらく

ポカーンとしてしまいました。
気が付くと、ワァーーーーンと泣いているので

私、びっくりしました

心、ひっくり返りました

そして、嬉しくて涙が溢れました。
ずっとそっと、心の中に隠していたモノかもしれない

とにかく、その瞬間とっても驚く自分がいました。
新月の日に いっぱいいっぱい考えて

絵を描き走るためのいいタイトルを見つけました。
「神戸」だから、ね「Heaven's door」

全て全てをふりはらい一新チャレンジ。

新しくなった魂

あゝうれしい

あゝ楽しい

人生は驚きの連続 

やっとやっと やっと自分の人生が面白くなってきました。
2018年6月、私の夢が叶う時が来ました。

②振り返れば、あの頃・・・。

それはとっくに忘れてしまっていた想い・・・。
高校を卒業して美術の学校にいきました

1ヶ月だけ

そこではみんなとっても上手に絵を描いていました

いつも私は 

みんなの前で これはダメな例として取りあげられ 

絵は 細かくダメだしをされたり ユニークな部分を笑われたりしました

それが毎回恥ずかしいし いつもなので 悲しくなりました。
筆を洗っているとき 先生が来たので 勇気をだして聞きました

「私は、どうしたら絵が上手くなりますか？」と

君は将来 絵で何がしたいんだ？ときかれました。

「一生、絵を描いて生きたいです」と答えました。
先生はすぐに 「それでは、学校はやめなさい」と言いました。
学校をクビになった気がしました。
帰り道 ポロポロ泣きながら歩きました。
そんなことがあったとは 誰にも言わず

次の日から 自分の居場所を探し始めました。
自分の部屋の中で 自分の心の中で・・・。

気が付くと・・・。

絵をそれから描かなくなっていました。
しばらくすると

母が私を部屋から 引っ張りだして言いました。
「行くよ」と

出版社を巡りました。
高校生の時に描いた絵本を持って

私は、恥ずかしくて恥ずかしくて恥ずかしくて・・・。
門前払いをたくさん受けても、
「ちゃんとみてください」と堂々としてる母が

おかしくなってしまったと思って

どうしたらいいか ただただ そのやりとりを

ずっと下を向いて聞いていました。
何者でもない人のお話は誰も聞かないですよ

若いだけじゃねー かわいいだけじゃね〜

歌でも歌っていればね〜後100冊描いたら持ってきてくださいよ〜

絵本は とっても大切なお話だったので

見せたくもない知らない人に、何やかんや言われて・・・。
その場にいるのに何も言えない自分もとっても嫌でした。
自分が 心から嫌いになりそうでした。

下を向いているだけの自分ってなんだろうと消えたくなりました。
そして、帰り道の母の・・・。

「ああ、ああくやしいっ！ ナンタラカンタラ。ナンタラカンタラ。。。。。

。。そうだ！桂！うた歌いなさい！100曲作りなさい！」

(えええええーえええー何いってるのーーーーー)

で、歌を歌いました。そして100曲作りました

歌は リハビリでした。

声をだすための・・・。

自分を表現するための・・・。

私にとってそれは生きる練習でした。

コントロールできない私の声は大きな声でした。

それまで、絵は周りの人とコンタクトするため道具でした。

今、思うと生まれたばかりのようでしたし

実際に こう思っていました

まだ 心で 何にもためしていない・・・。

人には何にもまだ伝わっていない。

私は、

どうしても 声が出せず話せない子だったので 

「おはようとおやすみ」が大好きでした。

みんなと交わせる 唯一の言葉だったからです。
後、夢で・・・。

それぞれの旅から自分に帰る言葉でもあり、
毎日、勇気を出して使っていました。

上手になった「おはよう」と「おやすみなさい」

今でも、それが大好きです

この10年は私が私を思いだす旅でした

生まれる前からの約束。

自分の夢とは生きてる間に人とそれを分かち合うこと

とても重要な鍵で、扉です。

③　今、大人になったおしゃべりの私がいます。
長い長い旅で分かったことは

孤独などではなかったということ

分かったということは まだ分かっていないということ？
それだけわかっていればこの先も大丈夫だ

もう少し進んでみよう！！
そして、この30年間は心が絵を描けるようになるための旅でした

「さあ、行こう」

その絵本と見た夢を 持って神戸に行きます

私が私に会うときです

是非、遊びにいらしてください

heavens door 夢の入り口で、お待ちしております

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (ashijika Kei)桂より

現在は「iloveyou」という名で、服の製作や展示企画、衣装の製作をしております

「好きな服を着て歌をくちずさむ活動/sleepwearからweddingまで」

hijk(アシジカ)という名で 弾き語りライブを不定期でしており

息をすうようにはくように。hijk/あいしかの意（ジュビー語） 

歌とギターでの活動と服(iloveyou)と絵本を売りながら旅をしています

https://youtu.be/nRmY-VeFtdU
